	A.O.M
	S.G.M

	
	
	


北病棟チームカンファレンス記録

平成１９年　１２月　２４日　（月）

司会　阿部　大　　　　記録　荒木田　槙子
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※出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・クリスマス担当より、12/25(火)のクリスマス会の服装についてですが、患者様はジ

ャージ以外の服装で、スタッフは、ジャージ以外の派手過ぎない服装で参加して下

さい。

· 12/27(木)と12/28(金)のテーフとオンコールが変更となります。

12/27(木)　深夜テーフ：松川ＭＮｓ→松沢Ｎｓへ

　　　　　オンコール：小向ＳＧＭ→中村ＳＧＭへ

12/28(金)　オンコール：中村ＳＧＭ→小向ＳＧＭへ

· 疾病教室サポートスタッフより、本日で、統合失調症に関するスタッフのテストの締め切りが終了となっていますが、未だ提出していないスタッフがいるため明日12/25の朝迄し、荒木田Ｎｓまで必ず提出お願いします。

· 最近、タイムカードの押し忘れが多く目立っていると院長より指摘ありました。打

刻に関しては総務で調べており、業務に支障が生じてしまうとのことで、打刻の押

し忘れがないようにしていきましょう。

· 12/27（金）の皮膚科診察は、西病棟が診察後、西病棟スタッフが野沢Ｄｒを４階診察まで連れてくることになっています。

・12/27（金）の歯科の担当のＮｓは、西病棟スタッフとなります。

＜患者様連絡事項＞

・蛯名　勝幸様～昨日12/23(日)からクリスマスの家族交流目的で外泊に行かれていま

す。本日の17時が帰院予定となっており、帰院時は、外泊時に立てた

目標をご家族からの情報提供をもとに、本人と振り返りを行っていく

事にしています。帰院後、気分変動や日課の取り組み、睡眠状況を観

察していきましょう。

· 戸賀沢　潔様～鼻汁が確認されていましたが、バイタル異常無く、本人も｢良くな

ってきた｣と改善しつつある状態です。主治医に以上のことを情報提

供し、内服について確認したところ、ピリン系禁については、ＰＬ

は処方せず、別なもので対処していくとのことです。

· 井上　和美様～主治医から以前より、正月外泊の許可を頂き、外出泊用紙に日時未

記入でＤｒファイルに保管していました。昨日の準夜帯で、本人が妹様に正月外泊について連絡しとところ、12/31(月)～1/5(土)迄と

日時を記入しています。今週の主治医の診察時の際、主治医へ情報

提供し、栄養チームへ提出して下さい。

＜リハビリテーションプログラム内容＞

· クリスマス会の練習を主として行っています。

＜週間予定＞

· 12/25(火)　クリスマス会、症例検討会議、

法人忘年会(18時半からプラザホテルにて)

· 12/26(水)　毛布・マットレスカバーの交換

　　　　　　　船場　幸子様　尿検査

· 12/27(金)　皮膚科、歯科

· 12/28(土)　モップ出し、餅つき大会

　　　　　　　大上　なみ様　小坂Ｄｒ診察

· 12/29(日)　法人納会

＜受け持ち患者様NCP評価・検討＞

· 東海林　康之様～現時点での看護計画

＃1　：飲水による体重増加と浮腫

目標　：飲水が過度とならず、体重の安定が図れる

ＯＰ－①体重の増加(日内２kg～３kgあり)

　　　②飲水状況

　　　　a.過度となっていないか

③浮腫・口渇の有無

a. 部位

b. 程度

c. 皮膚状態

④尿失禁の有無

⑤水分制限によるストレス

a. 表情

b. 口調

ＴＰ－①飲水状況の振り返り

　　　②過度となっている時は介入する

　　　③不満・ストレスがある時はスタッフへ話すよう促す

ＥＰ－①多飲水が何故いけないのか理解していく

　現在は、７時・１７時・２０時に体重測定行い、水分摂取量は1100mlとし水分出納

表を用いて管理を行ない、その都度摂取状況に応じて振り返りしています。

ここ1週間の体重の変化としては、日内＋２～＋３の体重変動が見られています。

水分の摂取量や間食状況の振り返りでは、｢薬の副作用で喉が渇く。飲み過ぎは良く

ないのは分かっていても飲みたくなる。間食は、皆が食べていると食べたくなる｣と

話されています。水分の過剰摂取は良くない事は本人も自覚しているものの、欲求

を抑制出来ずにいるため、検査データ－を含め、多飲水や過食による身体への影響

を学習していく必要があります。また、口渇時に水分摂取をする以外の対処方法の

仕方について話し合い、担当スタッフは、アプローチ方法を明確にケアプランを修

正して下さい。

· 家族教室を実施するにあたり、ご家族へ退院後の生活のフォローアップや、疾病の

理解を深めて頂くために、北Ｇの対象となる御家族を検討・選出しています。

候補1：滝澤　久江様　(施設入所検討中)

候補2：沢田　三朗様(自宅退院予定であり、外泊訓練中)

候補3：船場　幸子様(青山荘入所予定。入所後のフォローアップを含めて)

候補4：法霊崎　恵子様(自宅退院希望)










